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厨 房 形 冷 蔵 庫
Kitchin Type Refrigerators
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内 容 梗 概

近年公田公押付も新築家伝ミの捌l忙ともない,ステンレス′拳法同房(ちゅうぼう)詩語具の普及はめざましく,

今後ますます増加するすう勢にある｡

これら厨房器具と棟能意匠を合致せしめた厨房形冷蔵序の需要増大も今後大いに瓢待されるので,l]立製作

所でほ他社にさきがけてR-084形冷蔵庫を製作し,日う王技術の真価を附こ問うに奪った｡厨房形冷蔵辟ほ従来

の冷蔵庫と異なり他の厨諺器具と密着して据え付けることが原則となるので冷却能力には過酷な条件となる0

本文は厨房形冷蔵庫を紹介するとともに冷却能力の特性について述べたものである｡

1.緒 只

近作公田公樺住宅の建設竜ご先駆として付宅の近代化が叫ばれてお

F),リビングキチン,ダイニングキチソという占▲葉が流行語のよう

になり一種のブームを巻き起こしている感がある｡そしてその小核

をなすものは台所の改善であって,ステンレス鋼板を使用した流し

台,調理台などによって代衷される｡策1図はステンレス製流しわ

の普及率の推移を示すものである｡昭和34年には日本人主如の体

位,日本家尾の建築様式を考慮して厨房器具の寸法がJIS化され,

その瞥及増大の基礎が固められた｡一方家庭川冷蔵悼も近年普及率

が大幅に増加したが,これは冷蔵席がぜいたく■与-｢-ではなくお勝手の

必需品として世間の生活意識が向上したためと考えられ

る｡以上のようにJISに規定された一般厨房器具および

家庭用冷蔵庫の普及が増大すると,必然的に同じお勝手

に同時に据え付けられることになり個々の機能がお勝手

という総合的な機能の中で真に生きた役割を果たすもの

でなければならなくなってきた｡従来お勝手は主婦の過

酷な労働の場であったが近年この概念はやぷられつつあ

り,米しい主婦の生活の場として意識的に変えられてき

ている｡したがって主婦の生活の場を--トLとして個々の

厨以器具閃の機能,意匠の有機的結びつきあるいは辿系

動作というものが屯要なお勝手設計のポイントとなって

くるわけである｡この考え方にもとづき他の厨房器具と

機能意匠をマッチさせたいわゆる厨房形冷蔵庫が今後ま

すます普及増大する傾向に着目し,日立製作所ほ他社に

光がけてR-084形冷蔵庫を製作した｡本冷蔵ユ榊主従米

にない種々の特長を有しており,今後の駕要増大がブロj待

されるのでここに厨房形冷蔵庫の性能,機能などについ

て述べることにする｡

:好稲冨
通風用スリット

2.仕 様

R-084形冷蔵庫の仕様を決めるにあたり次の基本構想をもとに

した｡

(1)枯断面の主要寸法をJISに定められた厨由器具の寸法に合

わせ,他の厨房器具と一列に並べ配置した場合,統一がとれる形

状とした｡後部パネルは後部への物の落下を防止するためにある

ものであり,また正面下部の引込部はケコミと呼ばれているがこ

れはつま先のはいる部分である｡これらの部分もすべて流し台と

寸法が合わせてある｡

(2)テーブルにほ18-8高級ステンレスを使用し,他のステソレ

日立製作所栃木工場
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第1図 ステンレス流し台の普及状況
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第2図 R-084形冷蔵睡止血図および断面図

ス製脚房器具と機能意柁の調和をはかった｡

(3)巾解積は80川こ選定した｡家庭fl‾j冷蔵順の常及率が上ケけ

るにつれ比較的小l勺′沖積機種の需要が増大してきており,冷蔵柚

の桃帖もあまり人きくすることは手狭なお勝手に他の厨盾器具と

並べて弧】生する場伽こ冊椎上の白l-1嘘が少なくなるので5201111n

とし,】叶≠享横を80Jとした｡

(4)流し台のバックガードに相当する部分に後部パネルを設

け,凝縮器冷却用の通風孔,温度調節器コソセソトなどを配し意

匠を統一するとともに後部パネルにも種々の機能を有する構造と

した｡

以上のような基本構想に基づき弟1表のような仕様を決定した｡

第2図はR-084形冷蔵庫の正面図および側面図であり,弟3図ほ

厨房形冷蔵樺の内部を示す｡また弟4図は厨房形冷蔵樺の据付状況
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第1表 R-084形冷蔵 庫 仕 様

立

項

貯 蔵 庫

冷凍サイクル

そ の 他

巨- 1

外 法 寸 法

内 法 寸 法

内 容 箭

外 箱

話芸】

旺 節 機

冷凍機出力

衣 桁 器

蒸 発 器

冷媒制御装置

冷 媒

電 源

温度調節器

除 霜 装 置

過負荷保護共置

付 属 品

製 品 重

仕 様

高さ約0 げ一ブル_J二伯ほて800〕

幅 520 け-プルIトムi)

奥手f■570(テーブル上向一亡550)

高さ590

幅 400

奥行339(平均)

結内容節 80J

有効内容耶 78J

l馬級仕上鋼板,白色合成樹脂塗装焼付

合成樹脂板成形加_L二

18Cr--8Niiミ■石般ステンレス

樹脂加lニケラスウール

高さ 90

通軌孔,温度調節器,除霜用温度調節器

コンセント2個付

密閉形2極電動機伝統式

65W

■7イヤ形｢1然通風式

アルミロールポソド

キャヒラリチューブ

R-12(CCl2F2)

100Vl¢50/60c/s

自動温度作動形(氷ノッチ付)

オフサイクル式自動温度調節器f寸

自動役帰形過負荷保盛装置付

棚網3段,措受皿

製氷皿(300cc)

ク マ ゴ ケ ー ス

食 品 包 装 袋

か ぎ

温 度 衷′iミ 板

･止J47kg

脚
何
例

僻
個

を示す｡

3･厨房形冷蔵庫の冷却特性

厨房形冷蔵庫は後部ほ壁に密着し両側掛ま他の厨房器具と裾前し

て据え付けられることがありうるので冷却特性にほ非常に不利な条

件となるごつまり凝縮器の放熱が矧す珂でさえぎられ,十分に子泊わ

れなくなるからである｡したがって凝縮器周辺の空気流通力式を弟

5図のように行なわれる構造としたっまず冷蔵峠全面下部,検脈三

カバーのパンチング孔より空知職人する｡凝糾ほ削よ外箱の後面よ

りl勺部にはいった後蜘こ取り付けられている｡したがって冷蔵庫が

壁に密着して据え付けられた場合に壁と後板および外箱側面との4

面により煙突を形成し,その中に凝縮器が敏り付けられている構造

となっている0上部には流し台のノミックガードに相当する部分にパ

ネルが取り付けられているが,この部分の右端部にほ温度調節器,

除霜用温度調節器,コンセントなどのコントロール部分があり,左

端に設けられたスリットが空気の流通孔としてある〔〕このように空

気は下部より流入し凝縮器より熱を奪って上部スリットより流山す

る構造となる｡

3･1庫内の漏えい熱量

庫内の漏えい熱量ほ計算によって求めることもできるが部分的に

断熱材の厚さが掛､部分もあり,むしろ精度の高い計測によって求

めたほうがよい｡測定は第d図に示すように低温室に冷蔵庫を入れ

周囲温度を5℃に制御する一方,庫内にほ電圧調整器を介してヒー

評
三△一
己冊 第45巻 第7･ぢ･

第3図 R-084形冷蔵庫の 内部

第4r一実IR-C84形冷蔵席の据付状況
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節5図 厨房形冷蔵埴の通風ブイlミ
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第6図 熱 揃 え い 量の 測定プア法

タを入jt連続通電させ嘩内と周囲の温度差が一一定になるように電位

調磐器を調節し熱的に平衡状態になったときの消費電力を求め,こ

jLを熱量に換算する方法をとった｡また背面の通風が悪くなった場

糾細からの俸l勺への熱漏えい量を調査するため第7図のように背

面および底面のA,B,C,D面からの克の熱漏えい畳も合わせて
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測定を行なった｡｢策8図ほその糸【i兇むホす〔

3.2 冷凍能力の測定

厨房形冷蔵庫では背面が壁に群居して据え付けられるので凝縮器

の放熱が悪くなり,樺内温度が高くなるわけであるが通風棟満とし

て背面パネルにあけられたスリットの面積をどの事〔主産の大きさにす

ればよいかということが最も問題となる〔.策9図ほこのスリ､リトの

面杭を変化させて尉由形冷蔵樺を年端135℃で連続運転し′女走状態

における到達嘩内温度を測定した結果を示したものである｡この紡

果によるとスリット面積が約100cm2以上となれば0℃以下になる

ことがわかる｡なお壁に婿荊せずスリット面積を130cm2にLた場

合到達樺1勺温度は-3.7℃であった｡背面を壁に軒若させスリット

を全閉した場伽こはJiii内況度は20℃とな/-,た｡これらの二月験と合

わせて弟5図のように凝術拝詩を冷却する二乍気の入l‾lぶよびL†i11の限

度と風速をサーミスタを使用して測定した∩ この場′‡囁と如こ柏､11

する部分には厚さ200mlTlのスチロホームを使用した｢､この場f†人

rl二わよびi_lけ】の辛気の熱昌二の弟が擬縦芥二rゴよびri瀞機におし､でノ㍗太

が奪った熱最となる｢､この熱最なQとすると次のようになる〔

¢=Q2【Ql…
‖(1)

01=51pl了｢1C♪.7-1.…
‥(2)

Q2=52ぴ2712C♪27･2.
‥(3)

ここで Ql:入口における空気の総熱量(cal/s)

0ヱ:出口にこねける空気の総熱量(cal/s)

サフィックス1および2ほそれぞれ入l+および出

口の状態を示す∩
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r:?と 気 比 重(g/cm3)

これらの結果を図に示すと舞】0図のようになる｡この熱交換量に

ょi)凝桁器のみの放熱状態を知ることはできないが,風速の変化の

様‾r･を大略つかむことができる｡

以上の実験においてスリットの面后は130cm2あれば十分である

ことが判明したのでこのスリットの面積で冷蔵庫を壁に密着させた

場合および壁から離した場合の冷力特性の比較を行なった｡結果は

第2表のとおりである｢.これらをモリエル線図によって説明すると

次のようである｡

(1)背面を壁から十分離した場合

(A)吐出圧力凸=11kg/cm2G,吸込圧力汽=0.35kg/cmZG

で圧縮機の冷媒循環量は弟11固より1･75kg/hとなる｡

(B)熱漏えい量は第7図においてA,B,C,D面の平均温

度を42℃とし伴内況度を-3,7℃として第8図よぎ)求

めると36.5kcaりhとなる〔これは冷凍力に等しい〔

(C)蒸発掛こ.bける冷媒の桝t‾屯量)当たi)のエソタルピの増

第2よ 冷朋‡性(35℃辿統運転5時間後)(50c/s)

条
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(スリット面積130c皿2)

加は36･5kcal/h÷1.75kg/h=21.Okcal/kg,蒸発器出口

のエソタルピほ135.5kcal/kgあるので入口のエソタル

ピは114･5kcal/kgとなる｡これほ湿り度0.5である｡

(D)圧縮機吸込温度ほチャンバ上部の温度より4℃高いこと

が知られている｡このことから圧縮機吸込温度は70℃

となる｡以上のことを考慮してサイクル線図を措くと弟

12図のようになる｡同様にして背面を壁に密着しスリッ

トの面積を種々変化した場合のサイクル線囲も描くこと

ができる｡これらをそれぞれ第12固より第15囲までに

示す｡またこの数値を使用しておのおのの場合の冷凍能

力,冷媒循環量,凝縮器の放熱量を求めることができ,

これを弟1る図に示す｡

以上の結果より厨房形吟蔵樺の冷却特性iこついて次のことがいえ

る｡

(1)ヲ字面を壁にう額若しない場榊こは坪内温度な-3℃以下にす
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祈16図 スリット面積を変化させた場合の冷却力,
凝縮器の放熱量,冷媒循環量

ることができる｡

(2)背面を壁に密着した場合でもスリット面積を130cI112以上

にとれば席内温度を0℃以下にすることができる｡

(3)スリット面積を徐々に減少すると凝縮器放熱量が減少し吐

出圧力が上昇すると同時に吸込圧力も上昇Lて冷媒循環量が多く

なり冷凍能力も増加するが,熱漏えい畳も増加して庫内温度ほ上

昇するっスリットを全閉した場合にほ庫内温度は20℃まで上昇

する｡

(4)以上のように実験検討に基づき製作されたR-0朗形冷蔵庫

は十分所期目的を達成するような冷凍能力を有する｡

4.結 R

近代建築様式厨房器具の機能意匠にマッチした厨房形冷蔵庫を国

IJ作例めて開発し3日年度より′ト産に移したが,最も問題となる冷却

特性について研究Lた結果,通風機構とLて背面パネル部にスリ､ソ

トを設け,その面積を130cm2にとれば背面を軌こ津浦するという

悪条件の‾ヰ)とにわいても従来の冷蔵柿と同様のrい､作能を得ること

ができた｡
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